
［大飯発電所　廃液蒸発装置の改造］
　１，２号機　廃液蒸発装置取替工事

　

　 　　廃液蒸発装置
※
を信頼性向上の観点から、処理した濃縮液（塩素分含む）による応力腐食割れ

　　防止を図った構造、材料の廃液蒸発装置に取り替える。
　　　※管理区域内で発生した廃液を、蒸留水と濃縮液に分離する装置。
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装置の変更概要

取替前（浸漬式）
取替後（強制循環式）

管板－伝熱管の隙間にて、
塩素局部濃縮されやすい。

：取替装置

＜記号の説明＞

充てんポンプ

１次冷却材
ポンプ

原子炉容器

加圧器

蒸気発生器

復水器より

タービンへ

１号機

床ドレン

廃液蒸発
装置

シール水
（機器ドレン）

 ドレンタンク

廃液ホールド
アップタンク

２号機

廃液蒸留水
タンク

アスファルト
固化装置

放水口

各ポンプからの
シール水等

　蒸発器（蒸気を伝熱管に通して加
熱）で、蒸発させることで、蒸留水とド
レン濃縮液に分離する。

　濃縮廃液等をアスファルトとと
もにドラム缶に固型化する。

　蒸発器で蒸留された水は廃液
蒸留水タンクへ回収する。

　管理区域内のポンプに使
われているシール水（機器ド
レン）等や、清掃などで発生
する水（床ドレン）等。

×　２基（２基とも取替）

蒸留水

濃縮液

［処理能力］

　・ 変更前　：　３．４ｍ
３
／ｈ×２基

　・ 変更後　：　１．７ｍ
３
／ｈ×２基（変更前より低下するが、稼働率上問題ない）


